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本書をお読みになる前に

安全にお使いいただくために

このマニュアルには、本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。
本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、『取扱説明書』の「安全上のご注意」をよくお読みになり、理解されたうえで本製
品をお使いください。
また、『取扱説明書』およびマニュアルは、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管してください。

保証書について

・ 保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。
・ 修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。
・ 保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。
・ 保証期間内でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください（詳しく
は、保証書をご覧ください）。

・ 修理後は、本製品の内容が修理前とは異なり、ご購入時の状態や、何も入っていない状態になっている場合があります。大切なデータは、フロッピーディ
スクなどに複写して、保管しておいてください。

・ 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造終了後 5年です。

使用許諾契約書

富士通株式会社（以下弊社といいます）では、本製品にインストール、もしくは添付されているソフトウェア（以下本ソフトウェアといいます）をご使用
いただく権利をお客様に対して許諾するにあたり、下記「ソフトウェアの使用条件」にご同意いただくことを使用の条件とさせていただいております。
なお、お客様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウェアをご使用いただく前に必
ず下記「ソフトウェアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソフトウェアのうちの一部ソフトウェアに別途の「使用条
件」もしくは「使用許諾契約書」等が、添付されている場合は、本契約に優先して適用されますので、ご注意ください。

ソフトウェアの使用条件

1. 本ソフトウェアの使用および著作権
お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本製品でのみ使用できます。なお、お客様は本製品のご購入により、本ソフトウェアの使用権のみを
得るものであり、本ソフトウェアの著作権は引き続き弊社または開発元である第三者に帰属するものとします。

2. バックアップ
お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用（バックアップ）媒体を作成することができます。

3. 本ソフトウェアの別ソフトウェアへの組み込み
本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル等記載の要領に従って、本ソ
フトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。

4. 複製
（1） 本ソフトウェアの複製は、上記「2.」および「3.」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアについては、マニュアル等で弊社が複製を許諾していない限り、予備用（バックアップ）媒体以
外には複製は行わないでください。 
ただし、本ソフトウェアに複製防止処理がほどこしてある場合には、複製できません。

（2） 前号によりお客様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠蔽等しないでください。
5. 第三者への譲渡
お客様が本ソフトウェア（本製品に添付されている媒体、マニュアルならびに予備用バックアップ媒体を含みます）を第三者へ譲渡する場合には、本
ソフトウェアがインストールされた本製品とともに本ソフトウェアのすべてを譲渡することとします。なお、お客様は、本製品に添付されている媒体
を本製品とは別に第三者へ譲渡することはできません。

6. 改造等
お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースエンジニアリングを行うことはできません。

7. 保証の範囲
（1） 弊社は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本製品をご購入いただいた日から 90 日以内に限り、お申し出をいただければ当

該不一致の修正に関して弊社が必要と判断した情報を提供いたします。 
また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本製品をご購入いただいた日から 1ヶ月以内に限り、不良品と良品
との交換に応じるものとします。

（2） 弊社は、前号に基づき負担する責任以外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利益、事業の中断、事業情報の
喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の
可能性について知らされていた場合も同様とします。

（3） 本ソフトウェアに第三者が開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第三者が開発したソフトウェアに関する保証は、弊社が行う上
記（1）の範囲に限られ、開発元である第三者は本ソフトウェアに関する一切の保証を行いません。

8. ハイセイフティ
本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造
されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本ソフトウェアを使用しないものと
します。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対す
る重大な危険性を伴う用途をいいます。

記
原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発射制御など

富士通株式会社
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保守修理サービスのご案内

弊社では、保守修理サービスとして、以下の「SupportDesk」を用意しております。
お客様のご希望、ご利用状況に合わせたサービスをお選びの上、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」またはご購入元にお申し込みください。

■Support Desk

ハード障害発生時の修理を行う「Product基本／基本 24」に加え、お客様のご要望に応じて 2つのオプションメニューをご用意しております。また、価格面
でよりお得な「保証アップグレードパック」や「ピックアップ &デリバリ」もございます。

・ Product基本／基本 24

・ オンサイト修理、情報提供 

専用窓口をご用意し、障害発生時のスムーズな受付を行ないます。 
受付は［基本］：月曜日～金曜日の 9:00～ 19:00（祝日、年末年始を除く）、［基本 24］：24時間 365日 

受付後、専任スタッフがお客様先に訪問し、速やかに修理を行います。 
障害対応履歴については、お客様専用ホームページにてご確認頂けます。

・ 定期点検 

定期的に次のような予防保守を行います。 
- 点検、整備、摩耗部品交換（消耗品は対象外） 
- 清掃、調整等

・ PCソフトサポート（オプション）：ソフト QA対応
パソコンのプレインストールソフトウェアについて QA対応を行います。

・ 保証アップグレードパック：オンサイト修理
保証期間分の割引価格をあらかじめ想定したお得な修理サービスのパック商品です。（各 3、4、5年パック） 
商品添付の「お客様登録票」を発送するだけで、直ぐにサービススタートが可能です。

・ ピックアップ＆デリバリ：引取修理
訪問型修理ではなく、お客様の修理依頼にもとづきパソコンの引取修理を行なうサービスです。 
「Product基本」よりも割安な価格設定を行っております。 
9：00～ 16：00受付  当社翌営業日 AM中（9：00～ 12：00）に引取 

16：00～ 19：00受付  当社翌営業日 PM中（12：00～ 21：00）に引取 

引取後、4～ 6営業日で修理・返却します。 
但し、障害の程度によってはそれ以上の期間を要することもあります。

マイクロソフト製品サービスパック

Microsoft® Windows® をご利用のお客様がより安定したシステムを運用していく上で、マイクロソフト社はサービスパックを提供しております（http:// 

www.microsoft.com/japan/）。
お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト社が提供する Microsoft® Windows®にて最も安定したシステムを 

構築できます。
したがいまして、当社としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。
ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前にはサービスパックの Readme.txt

を必ずご確認ください。
また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推奨いたします。

データのバックアップについて

本製品に記録されたデータ（基本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全については、お客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を行ってく
ださい。また、修理を依頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を行ってく
ださい。
データが失われた場合でも、保証書の記載事項以外は、弊社ではいかなる理由においても、それに伴う損害やデータの保全・修復などの責任を一切負いか
ねますのでご了承ください。

添付の CD-ROMなどは大切に保管してください

これらのディスクは、本製品に入っているソフトウェアをご購入時と同じ状態に戻すときに必要です。 
Windows 2000ダウングレードモデルをお使いの場合は、セットアップ後に作成したリカバリ CDも大切に保管してください。

本製品のハイセイフティ用途での使用について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製
造されたものではありません。
お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。
ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険
性を伴う用途をいいます。
・ 原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ
ムにおけるミサイル発射制御など

注 意

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A情報技術装置です。本製品を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起
こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるように要求されることがあります。

本製品には、有寿命部品（CRT、液晶ディスプレイ、ハードディスク、CD/DVD ドライブなど）が含まれており、長時間連続で画面を表示させたり動作さ
せたりした場合、早期の部品交換が必要になります。保証期間は 1年間です。
・ 液晶ディスプレイは寿命とは別にご使用時間によって輝度が低下します。

本製品の使用環境は、温度 10～ 35 ℃／湿度 20～ 80%RH（動作時）、温度 -10～ 60℃／湿度 20～ 80%RH（非動作時）です（ただし、動作時、非動作時と 

も結露しないこと）。

本製品は、国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客様の責任で行っていただくようお願いいたします。
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安全上のご注意

■警告表示

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられる

おそれのある危害や損害を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容を

よくご理解のうえ、お読みください。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使っています。

警告表示について

■電源・電圧・接続について

警告

本製品および周辺機器は日本国内仕様であり、海外での保守サービスおよび技術サポートは行っておりません。

本製品には、“外国為替及び外国貿易法”に基づく特定貨物が含まれています。したがって、本製品を輸出する場合には、同法に基づく許可が必要となる場
合があります。

本製品は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置などを使用
されることをお勧めします。
（社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

本製品は、社団法人電子情報技術産業協会が定める高調波ガイドライン適合品です。

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たして
いると判断します。

本製品の構成部品（プリント基板、CD/DVD ドライブ、ハードディスクなど）には、微量の重金属（鉛、クロム）や化学物質（アンチモン、シアン）が含
有されています。

エネルギー消費のお知らせ

■定格電流：最大 6.5A（アウトレット最大 3Aを含む）

■電源「オフ」状態の消費電力：3W以下注

（電源 OFF時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを「○」側に切り替えるか、ACケーブルの電源プラグをコンセントから抜いてください。）

■動作時の最大消費電力、最小消費電力

・ 最大消費電力： 約 220W注

・ 最小消費電力： 約 65W注

（ご使用になる機器構成により値は変動します）

注：ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。

高性能無停電電源装置のバッテリ

電源の投入／切断時間にかかわらず約 2年経過すると交換時期となりますが、周囲温度により、バッテリ寿命が短縮されることがあります。
詳細につきましては、高性能無停電電源装置の取扱説明書をご覧ください。

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を負う可能性があることを

示しています。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、および物的損害のみが

発生する可能性があることを示しています。

△で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な

警告内容が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。記号の中やその脇に

は、具体的な禁止内容が示されています。

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的

な指示内容が示されています。

� 電源ケーブルを接続する前に、必ずアースを接続してください。

アースを接続しないと、感電のおそれがあります。
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注意

� アース線はガス管には絶対に接続しないでください。

火災の原因となります。

� 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。

また、タコ足配線をしないでください。

感電・火災の原因となります。

� 添付の電源ケーブル以外は使用しないでください。

感電・火災の原因となります。

� 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

� 電源ケーブルやコネクタの金属部分に手を触れないでください。また、電源プラグを抜いた直後は、プラグに触ら

ないでください。

感電の原因となります。

� 電源ケーブルや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは使用しないでください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

� 電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしないでください。

重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりすると電源ケーブルを傷め、感電・

火災の原因となります。

修理は、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。

� 電源プラグの金属部分、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾いた布でよく拭いてください。

そのまま使用すると、火災の原因となります。

� カバーを外した状態で電源プラグをコンセントに差し込んだり、電源を入れたりしないでください。

感電・火災の原因となります。

� 周辺機器の取り付けや取り外しを行う場合は、ワークステーション本体および接続されている機器の電源を切り、

電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってください。

感電・火災または故障の原因となります。

� 近くで落雷のおそれがある場合は、ワークステーション本体の電源を切り、その後電源ケーブルをコンセントから

抜いてください。

そのまま使用すると、雷によっては機器を破壊し、感電・火災の原因となります。

� 電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らず、必ず電源プラグを持って抜いてください。

電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯線が露出したり断線したりして、感電・火災の原因となることがあ

ります。

� 電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでください。

火災・故障の原因となることがあります。

� 電源ケーブルは壁のコンセントに直接接続してください。

延長ケーブルなどを使用すると、火災の原因となることがあります。

� ディスプレイ以外の機器（指定外の機器）を、ワークステーション本体に接続して電源を取らないでください。

火災・故障の原因となることがあります。
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■本体・周辺機器の取り扱いについて

警告

注意

� 電源ケーブルを束ねて使用しないでください。

発熱して、火災の原因となることがあります。

� ケーブルは正しく接続してください。

誤った接続状態で使用すると、機器本体および周辺機器が故障する原因となることがあります。

� 万一、機器から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生したときは、ただちに機器本体の電源プラグをコン

セントから抜いてください。

その後、異常な現象がなくなるのを確認して、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡

ください。お客様自身による修理は危険ですから絶対におやめください。

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

� 異物（水 •金属片 •液体など）が機器の内部に入ったときは、ただちに機器本体の電源を切り、電源プラグをコンセ

ントから抜いてください。

その後、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

� 機器を落としたり、カバーなどを破損したときは、機器本体の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてく

ださい。

その後、「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

� 機器をお客様ご自身で改造しないでください。また、マニュアル等で指示がある場合を除いて分解しないでくださ

い。

感電・火災の原因となります。

� 開口部（通風孔など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしないでく

ださい。

感電・火災の原因となります。

� 取り外したカバー、キャップ、ネジなどの小さな部品は、小さなお子様が誤って飲み込むと窒息の原因となります。

保護者の方は、小さなお子様の手の届かない所に置くように注意してください。

万一、飲み込んだときは、ただちに医師と相談してください。

� 機器本体に水をかけたり、濡らしたりしないでください。

感電・火災の原因となります。

� 機器の上または近くに花びん・植木鉢・コップなどの水が入った容器や、クリップ・ピンなどの金属物を置かない

でください。感電・火災の原因となります。

� 台所など、湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置かないでください。

感電・火災の原因となります。

� 風呂場、シャワー室など、水のかかる場所で使用しないでください。

感電・火災の原因となります。

� 機器の上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでください。

バランスが崩れて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。
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■その他

警告

注意

� 振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。

倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

� 機器の開口部（通風孔など）をふさがないように、機器と壁の間に 10cm以上のすき間をあけてください。

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

� 直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しないでください。

高熱によってカバーなどが加熱・変形・溶解する原因となったり、機器内部が高温になり、火災の原因となること

があります。

� 使用中の機器は布などでおおったり、包んだりしないでください。

熱がこもり、火災の原因となることがあります。

� CD-ROMドライブなどのレーザ光の光源部を直接見ないでください。

目を傷める原因となることがあります。

� 液晶ディスプレイが破損し、液状の内容物が流出して皮膚に付着したときは、流水で 15分以上洗浄してください。

また、目に入ったときは、流水で 15分以上洗浄したあと、医師に相談してください。

液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。

� 周辺機器を接続する場合には、弊社純正品をご使用ください。

弊社純正品以外の機器を使用すると、故障の原因となることがあります。

� フロッピーディスクをセットするとき、および取り出すときには、フロッピーディスクドライブの差し込み口に指

などを入れないでください。

けがの原因となることがあります。

� CD-ROMディスクなどをセットするとき、および取り出すときには、CD-ROMドライブなどのトレーやスロットに

指などを入れないでください。

けがの原因となることがあります。

� 周辺機器類、メインボードなどの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外さないでください。

指定された場所以外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。

� ワークステーション本体内部の突起物、および指定されたスイッチ以外には、手を触れないでください。けがをす

るおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。

� 梱包に使用しているポリ袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだりしないよう、ご注意ください。

窒息の原因となります。

� ディスプレイに何も表示できないなどの故障状態で本ワークステーションを使用しないでください。故障の修理は

「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

� 本ワークステーションを無理な姿勢で長時間使い続けると、腰痛や腱鞘炎の原因となる場合があります。以下に示

すような正しい姿勢で使用し、1時間に 10分間以上の休憩をとってください。

・いすに深く腰かけ、背筋を伸ばす。

・いすの高さを、足の裏全体がつく高さに調節する。

・ひじは 90度以上に伸ばして操作する。
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本書の表記

■本文中の記号

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。

■キーの表記と操作方法

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明に必要な文字を次のように記述

しています。

　例：【Ctrl】キー、【Enter】キー、【→】キーなど

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「＋」でつないで表記しています。

　例：【Ctrl】+【F3】キー、【Shift】+【↑】キーなど

■コマンド入力（キー入力）

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。

・↑の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、【Space】キーを 1回押してください。

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力してもかまいません。

・CD-ROM ドライブのドライブ名を、［CD-ROM ドライブ］で表記しています。入力の際は、お使いの環境に合わせて、ドラ

イブ名を入力してください。

[CD-ROMドライブ]:\setup.exe

� ディスプレイを長時間見続けると、「近視」「ドライアイ」等、目の傷害の原因となることがあります。1時間に 10

分間以上の休憩をとってください。また、なるべく画面を下向きに見る位置にする、意識的にまばたきをする、場

合によっては目薬をさすなどしてください。

� ディスプレイなどの重量のある装置を動かすときは、必ず２人以上で行ってください。

けがの原因となることがあります。

� 機器を移動するときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。また、接続ケーブルなども外してください。

作業は足元に十分注意して行ってください。

電源ケーブルが傷つき、感電・火災の原因となったり、機器が落下したり倒れたりして、けがの原因となることが

あります。

� 長期間機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

感電・火災の原因となることがあります。

� ヘッドホンなどをお使いになるときは、音量を上げすぎないようにご注意ください。

耳を刺激するような大きな音量で長時間お使いになると、聴力に悪い影響を与える原因となることがあります。

� ヘッドホンなどをしたままワークステーション本体の電源を入れたり切ったりしないでください。

刺激音により聴力に悪い影響を与える原因となることがあります。

� 本装置は連続動作（24時間動作）を目的に設計されておりません。ご使用にならないときは電源を切ってください。

火災の原因となることがあります。

� 機器の廃棄時には、他のゴミと一緒に捨てないでください。

本装置はリチウム電池を使用しており、火中に投じると破裂の恐れがあります。

記号 意味

重 要 お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読みください。

POINT 操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。

→ 参照ページや参照マニュアルを示しています。
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■画面例およびイラストについて

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、実際に表示される画面やイラスト、およびファイル

名などが異なることがあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケー

ブル類を省略していることがあります。

■連続する操作の表記

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「→」でつなげて記述しています。

また、本文中の操作手順において、操作手順の類似しているものは、あわせて記述しています。

■BIOS設定の表記

本文中の BIOSの設定手順において、各メニューやサブメニューまたは項目を、「－」（ハイフン）でつなげて記述する場合があ

ります。

■CD-ROM、CD-Rの使用について

本文中の操作手順において、CD-ROMを使用したり、CD-Rへ書き込みをしたりすることがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周辺機器を用意してください。使用

できる周辺機器については、富士通パソコン情報サイト FMWORLD.NETのビジネス向けホームページ（http://www.fmworld.net/

biz/）内の「システム構成図」をご覧ください。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。

■お問い合わせ先／ URL

本文中に記載されているお問い合わせ先やインターネットの URL アドレスは 2004 年 1 月現在のものです。変更されている場

合は、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください（→ P.32）。

■カスタムメイドオプションについて

本文中の説明は、すべて標準仕様に基づいて記載されています。

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリ容量やハードディスク容量などの記載が異なり

ます。ご了承ください。

■Windows 2000ダウングレードモデルについて

・Windows 2000ダウングレードモデルは、Windows XP Professionalをダウングレードし、Windows 2000をプレインストールし    

ています。

・Windows 2000ダウングレードモデルは、特に記載がない場合は、Windows 2000に関する記載に従って操作してください。

・Windows 2000ダウングレードモデルには、Windows XP Professionalのリカバリ CD-ROMが添付されています。Windows 2000    

をお使いになる場合は、Windows 2000のリカバリ CD-ROMを作成してください（→ P.25）。 

Windows 2000ダウングレードモデルでは、Windows XP Professionalへのリカバリまたは、Windows 2000へのリカバリが可能    

です。リカバリ後は、それぞれの OSの情報をご覧ください。

　例：「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」をポイントし、「アクセサリ」をクリックする操作

　　　↓

「スタート」ボタン→「プログラム」→「アクセサリ」の順にクリックします。

　例：「スタート」ボタン→「（すべての）プログラム」→「アクセサリ」の順にクリックします。

　例：「Main」の「Drive A」の項目を「Disabled」に設定します。

　　　↓

「Main」－「Drive A」：Disabled
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■製品の呼び方

本文中の製品名称を、次のように略して表記します。

なお、本書ではお使いの機種、または OS以外の情報もありますが、ご了承ください。

注：Windows XP/2000のように併記する場合があります。

警告ラベル／注意ラベル

本製品には警告ラベルおよび注意ラベルが貼ってあります。

警告ラベルや注意ラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでください。

CELSIUSマニュアルの参照

機器の取り付け、ソフトウェア、トラブルシューティング、およびカスタムメイドオプションなどの内容は、富士通パソコン

情報サイト FMWORLD.NETのビジネス向けホームページ（http://www.fmworld.net/biz/）内の『CELSIUSマニュアル』に記載さ

れています。 

『CELSIUSマニュアル』は、「スタート」ボタン→「（すべての）プログラム」→「CELSIUSマニュアル」から参照してください。

Microsoft、Windowsは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
インテル、Intel、Pentium、Celeronは、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationまたはその子会社の登録商標または商標です。 
Matrox、Matrox Millenniumは、Matrox Graphics Inc.の商標です。 
ATI、RADEON、FIRE GLは、ATI Technologies Inc.の商標です。 
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 
その他の各製品は、各社の著作物です。 

All Rights Reserved, Copyright© FUJITSU LIMITED 2003-2004

画面の使用に際して米国 Microsoft Corporationの許諾を得ています。

製品名称 本文中の表記

CELSIUS J320 本ワークステーション／ワークステーション本体

Microsoft® Windows® XP Professional Windows XP Professional Windows XP
Windows注

Microsoft® Windows® 2000 Professional Windows 2000

Matrox Millennium G450 Millennium G450

ATI RADEONTM 9200 SE RADEON 9200 SE

ATI FIRE GL T2-64s FIRE GL T2-64s
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1. 必ずお読みください

梱包物の確認

『梱包物一覧』をご覧になり、添付品をご確認ください。

足りない部品などがあった場合は、できるだけ早く、ご購入

元にご連絡ください。

設置について

本ワークステーションの設置場所、設置方法を説明します。

注意

使用および設置に適さない場所

本ワークステーションを設置する場合は、次の場所は避けて

ください。

●湿気やほこり、油煙の多い場所

●通気性の悪い場所

●火気のある場所

●風呂場、シャワー室などの水のかかる場所

●直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなど、高温にな

る場所

●電源ケーブルに足がひっかかる場所

●テレビやスピーカーの近くなど、強い磁界が発生する場所

●振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所

●極端に高温または低温になる場所

●結露する場所

POINT

� 本製品の使用環境は温度10～35℃／湿度20～80%RH

（動作時）、温度-10～60℃／湿度20～80%RH（非動作

時）です。

� 結露は、空気中の水分が水滴になる現象です。温度の

低い場所（クーラーの効いた場所、寒い屋外など）か

ら、温度の高い場所（暖かい室内、炎天下の屋外な

ど）へ移動した時に起こります。結露が発生すると故

障の原因となりますので、ご注意ください。

フットを取り付ける

POINT

� キーボードやマウスのケーブルを、フットの溝に通し

てまとめることができます。

■縦置き

□フットを 2つ使う場合（ダブル）

本ワークステーションを壁などに接しないで縦置きをする

場合、次の手順で取り付けてください。

1 フットを、ワークステーション本体の幅に合わせます。

2 ワークステーション本体にフットを取り付けます。

フット背面にあるネジ穴に、ネジで固定します。

� 装置の開口部（通風孔や冷却ファン）をふさが

ないでください。通風孔や冷却ファンをふさぐ

と内部に熱がこもり、火災の原因となることが

あります。

ケーブル
を通す溝

ケーブル
11



□フットを 1つ使う場合（シングル）

本ワークステーションを壁などに接して縦置きする場合、次

の手順で取り付けてください。

1 フットを分解します。

2 ワークステーション本体に分解したフットを取り付け

ます。

フット背面にあるネジ穴に、ネジで固定します。

■横置き

1 フットを分解します。

2 分解したフットの上にワークステーション本体を載せ

ます。

設置例

本ワークステーションは次のように設置してください。 

ワークステーション本体は次のように縦置き、または横置き

にすることができます。設置の際は、ワークステーション本

体の通風孔をふさがないように注意してください。

POINT

� ワークステーション本体は、壁などから 10cm以上離

して設置してください。

■縦置き

■横置き

17 型以下（ただし、19kg 以下）のディスプレイのみワーク

ステーション本体の上に載せることができます。

POINT

� これ以降の記述については、縦置きを前提としていま

す。横置きにする場合は、読み替えてください。

ワークステーション本体

ディスプレイ 

（別売）

マウスキーボード
フット

ワークステー
ション本体

ディスプレイ
（別売）

マウス
キーボード

フット
12



接続について

ワークステーション本体に、ディスプレイ、キーボード、電

源ケーブルなどを接続します。

警告

注意

ディスプレイ／キーボード／マウスを接続する

POINT

� ここでは、ディスプレイの電源をワークステーション

本体からとる場合の接続方法について説明していま

す。

1 電源ケーブルをアウトレットに接続します。

電源ケーブル（ディスプレイ用）の片方のプラグを、ワー

クステーション本体のアウトレットに接続し、もう一方

のプラグを、ディスプレイ背面のインレットに接続しま

す。

2 キーボードを接続します。

キーボードケーブルのコネクタに刻印されているマー

クの面を右側に向け、キーボードコネクタの色とワーク

ステーション本体背面のキーボードラベルの色が合う

ように接続します。

3 マウスを接続します。

マウスケーブルのコネクタに刻印されているマークを

右側に向け、マウスコネクタの色とワークステーション

本体背面のマウスラベルの色が合うように接続します。

POINT

� USBマウス（光学式）をお使いになる場合は、ワーク

ステーション本体前面、またはワークステーション本

体背面の USB コネクタに接続します。このとき、コ

ネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでく

ださい。

4 ディスプレイケーブルをワークステーション本体に接

続します。

ディスプレイケーブルのコネクタを、ワークステーショ

ン本体背面のディスプレイコネクタに接続し、ディスプ

レイケーブルのコネクタのネジを締めます。

� アース接続が必要な製品は必ず、電源プラグを

コンセントに接続する前に行ってください。ま

た、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグ

をコンセントから抜いた後に行ってください。 

アース接続をしないと、感電のおそれがありま

す。 

また、アース線は、ガス管には絶対に接続しな

いでください。 

火災の原因となります。

� ディスプレイ、キーボード、マウス、電源ケー

ブルの取り付けや取り外しを行う場合は、ワー

クステーション本体および接続されている周

辺機器の電源を切り、電源プラグをコンセント

から抜いた後に行ってください。

感電の原因となります。

� ディスプレイ、キーボード、マウスを取り付け

る場合は、弊社純正品をお使いください。

感電・火災または故障の原因となることがあり

ます。

� ケーブルの接続は、間違いがないようにしてく

ださい。

誤った接続状態でお使いになると、ワークス

テーション本体および周辺装置が故障する原

因となることがあります。

� 本ワークステーションを動かす場合は、接続し

ているケーブルなどをすべて取り外してくだ

さい。接続したまま動かすとケーブルや本体の

コネクタを破損させる恐れがあります。

� アウトレットはディスプレイの電源供給専用

です。それ以外の用途には使用しないでくださ

い。 

火災・故障の原因となることがあります。

3

1

4

2
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POINT

� デジタルディスプレイを接続する場合、最低でも 640

× 480、800 × 600、1024 × 768 のすべての解像度

（モード）に対応したデジタルディスプレイをお使い

ください。

対応していないデジタルディスプレイでは、正常に表

示できません。

� ワークステーション本体とディスプレイが接続され

ていない場合、本ワークステーションが正常に起動し

ないことがあります。本ワークステーションの電源を

入れる前に、必ずワークステーション本体とディスプ

レイがディスプレイケーブルで接続されているか確

認してください。また、本ワークステーションの電源

を入れた後は、ディスプレイケーブルの取り外しや取

り付けを行わないでください。

� マルチディスプレイで使用する場合は、必ずWindows

の初期設定を行ってから、もう 1 本のディスプレイ

ケーブル（DVI-VGA変換アダプタ経由の接続を含む）

を接続してください。

� マルチディスプレイで使用する場合は、ディスプレイ

ドライバの設定が必要になることがあります。詳しく

は、『CELSIUSマニュアル』をご覧ください。

・Millennium G450の場合（標準モデル）

・1台のディスプレイを接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、DVI-I

コネクタに、添付の DVI-VGA変換ケーブルを接

続し、DVI-VGA変換ケーブルのアナログ RGBコ

ネクタに刻印されている「1」コネクタに、ディ

スプレイケーブルを接続します。

デジタルディスプレイを接続するときは、DVI-Iコ

ネクタに、ディスプレイケーブルを接続します。

・マルチディスプレイ（2台）で接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、DVI-

VGA変換ケーブルのアナログRGBコネクタに刻

印されている「2」コネクタに、もう 1 本のディ

スプレイケーブルを接続します。「1」コネクタに

接続されたディスプレイがプライマリディスプ

レイ、「2」コネクタに接続されたディスプレイが

セカンダリディスプレイとなります。

POINT

� マルチディスプレイで使用する場合以外は、「2」コネ

クタへディスプレイケーブルを接続しないでくださ

い。本ワークステーションが正常に動作しません。

� マルチディスプレイで使用する場合、デジタルディス

プレイは使用できません。

� デュアルリンク対応モニタはお使いになれません。接

続しないでください。

・RADEON 9200 SEの場合（標準モデル）

・１台のディスプレイを接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、DVI-I

コネクタに、添付のマルチモニタケーブルを接続

し、マルチモニタケーブルのアナログ RGBコネ

クタに刻印されている「VGA1」コネクタに、ディ

スプレイケーブルを接続します。 

デジタルディスプレイを接続するときは、DVI-I

コネクタに、ディスプレイケーブルを接続しま

す。

・マルチディスプレイ（2台）で接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、マルチ

モニタケーブルのアナログ RGBコネクタに刻印

されている「VGA2」コネクタに、もう１本の

ディスプレイケーブルを接続します。 

「VGA1」コネクタに接続されたディスプレイが

プライマリディスプレイ、「VGA2」コネクタに

接続されたディスプレイがセカンダリディスプ

レイとなります。

POINT

� マルチディスプレイで使用する場合以外は、「VGA2」

コネクタへディスプレイケーブルを接続しないでく

ださい。 

本ワークステーションが正常に動作しません。

� マルチディスプレイで使用する場合、デジタルディス

プレイは使用できません。

� デュアルリンク対応モニタはお使いになれません。接

続しないでください。

・FIRE GL T2-64sの場合（カスタムメイドオプション）

DVI-Iコネクタ

DVI-Iコネクタ

VESA Multi-Display Interface  

Standard準拠 60ピンコネクタ
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・１台のディスプレイを接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、VESA

Multi-Display Interface Standard 準拠60ピンコネク   

タに添付のマルチモニタケーブルを接続し、マル

チモニタケーブルのDVI-Iコネクタに刻印されて

いる「1」コネクタに添付の DVI-VGA 変換アダ

プタを接続してから、ディスプレイケーブルを接

続します。 

デジタルディスプレイを接続するときは、マルチ

モニタケーブルのDVI-Iコネクタに刻印されてい

る「1」コネクタに、ディスプレイケーブルを接

続します。

・マルチディスプレイで接続する場合

アナログディスプレイを接続するときは、マルチ

モニタケーブルのDVI-Iコネクタに刻印されてい

る「2」コネクタに別売の DVI-VGA 変換アダプ

タを接続してから、もう１本のディスプレイケー

ブルを接続します。 

デジタルディスプレイを接続するときは、マルチ

モニタケーブルのDVI-Iコネクタに刻印されてい

る「2」コネクタに、もう１本のディスプレイケー

ブルを接続します。 

「1」コネクタに接続されたディスプレイがプライ

マリディスプレイ、「2」コネクタに接続された

ディスプレイがセカンダリディスプレイとなり

ます。

POINT

� マルチディスプレイで使用する場合以外は、マルチモ

ニタケーブルの DVI-I コネクタに刻印されている「2」

コネクタにディスプレイケーブルを接続しないでくだ

さい。本ワークステーションが正常に動作しません。

� デュアルリンク対応モニタはお使いになれません。接

続しないでください。

電源ケーブルを接続する

警告

注意

� 濡れた手でプラグを抜き差ししないでくださ

い。

感電の原因となります。

� 電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしない

でください。

� 重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲

げたり、ねじったり、加熱したりしないでくだ

さい。

� 電源ケーブルやプラグが傷んだり、コンセント

の差し込み口がゆるいときは使用しないでく

ださい。

� プラグの金属部分、およびその周辺にほこりが

付着している場合は、乾いた布でよく拭いてく

ださい。

そのまま使用すると、火災の原因となります。

� 表示された電源電圧以外の電圧で使用しない

でください。

また、タコ足配線をしないでください。

感電・火災の原因となります。

� 近くで雷が起きたときは、電源ケーブルをコン

セントから抜いてください。

そのまま使用すると、雷によっては機器を破壊

し、感電・火災の原因となります。

� 2ピンのコンセントに接続する前に、添付のア

ダプタプラグを使って必ずアース線を接続し

てください。

アース接続ができない場合は、「富士通パーソ

ナル製品に関するお問合わせ窓口」、またはご

購入元にご相談ください。

アース接続しないで使用すると、万一漏電した

場合に、感電・火災の原因となります。

� 電源ケーブルは、家庭用電源（AC100V）に接

続してください。

� プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張ら

ず、必ずプラグを持って抜いてください。

電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯

線が露出したり断線して、感電・火災の原因と

なることがあります。

� プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込ん

でください。

火災・故障の原因となることがあります。

� 長期間機器を使用しないときは、安全のため必

ずプラグをコンセントから抜いてください。

感電・火災の原因となることがあります。
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1 電源ケーブルのプラグをワークステーション本体背面

のインレットに接続します。

2 電源ケーブルをコンセント（AC100V）に接続します。

片方のプラグを、コンセントに接続します。コンセント

が 2ピンの場合は、添付のアダプタプラグを取り付けて

から、コンセントに接続します。

アダプタプラグに付いているアース線を、アース端子の

ネジにネジ止めします。

電源を入れる

注意事項

●ご購入後、初めて電源を入れる場合は、周辺機器の取り付

けなどを行わないでください（→ P.17）

●電源ランプは、電源を入れると緑色に点灯します。スタン

バイ状態になるとオレンジ色に点灯します。

●ディスプレイの電源ケーブルを本ワークステーションに

接続している場合、ディスプレイの電源は本ワークステー

ションの電源と連動して入ります。そのため、ディスプレ

イの電源ボタンは一度押しておけば以後操作する必要は

ありません。 

次回からは手順 3の本体の電源ボタンを押すだけで電源が

入ります。ただし、ディスプレイ以外の機器は、あらかじ

め電源を入れておく必要があります。

●ワークステーション本体の電源を入れる前に、必ずディス

プレイが接続されていることを確認してください。ディス

プレイを接続しないでワークステーション本体の電源を入

れると、ディスプレイが認識されず、カーソル、画面が正

常に表示されない場合があります。もし正しく表示されな

い場合は、「電源を切る」（→ P.26）に従って電源を切り、

ディスプレイのケーブルを確認のうえ、再度電源を入れて

ください。特にデジタルディスプレイをお使いになる場合

は、ご注意してください。

●本ワークステーションの電源とディスプレイの電源を連

動させない場合は、ディスプレイの電源を入れる前に、

ディスプレイの電源を必ず入れてください。 

特にデジタルディスプレイをお使いになる場合、ワークス

テーション本体の電源を入れる前に、必ずデジタルディス

プレイの電源が入っていることを確認してください。ワー

クステーション本体の電源を入れたあとにデジタルディ

スプレイの電源を入れた場合、画面が表示されません。こ

の場合、ワークステーション本体の電源を切り、そのあと

に電源を入れ直してください。

●画面が中央に表示されない場合は、ディスプレイにあった周

波数が設定されているか確認してください。それでも中央に

表示されない場合は、ディスプレイ側で調整してください。

●電源を入れた後すぐに電源を切る場合は、OSが起動してか

ら「電源を切る」（→ P.26）に従って電源を切ってください。

●電源を切った後すぐに電源を入れる場合は、10秒以上間隔

をあけてから行ってください。

●画面表示の開始や表示モードが切り替わるとき、一時的に

画面が乱れたり、横線が見えることがあります（Windows

の起動・終了画面、省電力モードからの復帰時など）。故

障ではありませんので、そのままお使いください。

●電源を入れた後、ディスプレイに CELSIUS ロゴが表示さ

れている間に、本ワークステーションは、ワークステー

ション内部の装置をチェックする「POST（ポスト：Power

On Self Test）」を行います。POST中は電源を切らないでく  

ださい。POST の結果、異常があればエラーメッセージが

表示されます（→ P.27）。

●マルチディスプレイをお使いの場合、電源を入れたときの

CELSIUSロゴは次のように表示されます。

1

2

グラフィックスカード 「CELSIUS」ロゴの表示

Millennium G450 DVI-VGA 変換ケーブルのアナログ

RGB コネクタ「1」と「2」に接続

したディスプレイの両方で表示

RADEON 9200 SE マルチモニタケーブルのアナログ

RGBコネクタ「VGA1」と「VGA2」

に接続したディスプレイの両方で

表示

FIRE GL T2-64s DVI-Iコネクタ「1」に接続したディ

スプレイのみ表示
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●周辺機器の取り付けなどのとき、本体カバーを取り外した

まま電源を入れないでください。

●画面に何も表示されないときは、次のことを確認してくだ

さい。

・ワークステーション本体背面のメインスイッチは「｜」

側に切り替えていますか。

・ディスプレイの電源ボタンは入っていますか。

・省電力モードが設定されていませんか。

マウスを動かすか、どれかキーボードのキーを押してく

ださい。電源ランプがオレンジ色に点灯している場合、

ACPI モードのスタンバイ状態に移行している可能性が

あります。電源ボタンを押してください。電源ボタンを

押してから 30 秒以上たっても画面に何も表示されない

場合、電源ボタンを 4秒以上押し続け、電源を一度切っ

てください。

・ディスプレイのケーブルは、正しく接続されていますか

（→ P.13）。

・ディスプレイの電源ケーブルは、アウトレットに接続さ

れていますか。

・ディスプレイのブライトネス／コントラストボリュー

ムは、正しく調節されていますか。ブライトネス／コン

トラストボリュームで画面を調節してください。

電源の入れ方

注意

1 ディスプレイなどの周辺機器の電源ボタンを押します。

この時点では、画面には何も表示されません。

2 ワークステーション本体背面のメインスイッチを「｜」

側に切り替えます。

POINT

� 一度「｜」側に切り替えたら、本ワークステーション

を起動するたびに切り替える必要はありません。

3 ワークステーション本体の電源ボタンを押します。

ワークステーション本体の電源ランプが点灯します。

電源が入ると、ディスプレイに「CELSIUS」のロゴを表

示後、システムが起動します（「CELSIUS」のロゴが表

示されている間に POSTが行われています）。

POINT

� ディスプレイの種類によっては、画面表示が遅く

「CELSIUS」のロゴの表示が確認できないことがあり

ます。

初めて電源を入れた後は、続けてWindowsのセットアップを

行います（→ P.17）。

セットアップ

初めて電源を入れた後に行う Windows の初期設定（Windows

セットアップ）について説明します。必ず、本書の手順に従っ

て操作してください。

次の「留意事項」をよくお読みになり、電源を入れてWindows

セットアップを始めます。

留意事項

●Windowsセットアップを行う前に、次のことをしないでく

ださい。

Windowsセットアップが正常に行われなかったり、エラー

メッセージが表示される場合があります。

・周辺機器の取り付け（カスタムメイドオプションを除く）

・LANケーブルの接続

・オプションカードのセット

・BIOSをご購入時の設定から変更

� 電源を入れたら、持ち運んだり、衝撃や振動を

与えたりしないでください。

故障の原因となります。

� 冬季など本製品が冷えきっているときは、温度

を急激に上げないようにして本製品が十分暖

まってから電源を入れてください。

本製品内部に水滴がつき、故障の原因となるこ

とがあります。

電源ボタン
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上記の項目は、セットアップを行い、「必ず実行してくだ

さい」を実行してから、行うようにしてください。

●Windowsセットアップの各ウィンドウが完全に表示されな

いうちにキーを押すと、Windows セットアップが正常に行 

われない場合があります。ウィンドウが完全に表示されて

から、マウスで操作してください。

●マルチディスプレイで使用する場合、必ず Windowsのセッ

トアップを行ってから、もう一方のディスプレイケーブル

（DVI-VGA 変換アダプタ経由の接続含む）を接続してくだ

さい。

Windows XPセットアップ

1 本ワークステーションの電源を入れます（→ P.16）。

しばらくすると、「Microsoft Windows へようこそ」が表 

示されます。

2「次へ」をクリックします。

「使用許諾契約」が表示されます。

「使用許諾契約」は、本ワークステーションにあらかじ

めインストールされているWindowsを使用するうえでの

契約を記述したものです。

3「使用許諾契約」をよく読み、「同意します」をクリック

し、「次へ」をクリックします。

「コンピュータに名前を付けてください」と表示されます。

POINT

�「同意しません」を選択した場合は、「次へ」をクリッ

クした後、メッセージに従って操作してください。

4「このコンピュータの名前」と「コンピュータの説明」を

入力し、「次へ」をクリックします。

「コンピュータの説明」は省略できます。

「管理者パスワードを設定してください」と表示されま

す。

POINT

� コンピュータの名前や説明は、セットアップ終了後に

あらためて設定することができます。

5「管理者パスワード」と「パスワードの確認入力」にパ

スワードを入力し、「次へ」をクリックします。

「このコンピュータをドメインに参加させますか？」と

表示されます。

POINT

� パスワードでは大文字／小文字が区別されます。

6「いいえ ...」をクリックし、「次へ」をクリックします。

「インターネット接続を確認します」と表示されます。し

ばらくすると、「インターネットに接続する方法を指定

してください。」と表示されます。

POINT

�「Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか?」

と表示された場合は、手順 8へ進んでください。

7「省略」をクリックします。

「Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」

が表示されます。

8「いいえ、今回はユーザー登録しません」をクリックし、

「次へ」をクリックします。

「設定が完了しました」と表示されます。

9「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動する場合があります。

手順 5でパスワードを入力した場合は、パスワードの入

力画面が表示されます。

重 要

� セットアップ前にリカバリを行っている場合は、「グ

ラフィックスドライバのインストール」（→ P.21）へ

進んでください。

この場合、以降の手順は行わないでください。

10 パスワードを入力し、「→」をクリックします。

11「スタート」メニューの「必ず実行してください」をク

リックします。

「このワークステーションに最適な設定を行います」と

いうウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、セットアッ

プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実行

してください。

12「実行する」をクリックします。

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

13「OK」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。
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重 要

�「復元ポイントの作成」を行う場合は、「必ず実行して

ください」を実行後、再起動してから行ってください。

これで、Windowsセットアップが完了しました。

■セットアップ後

●『CELSIUS マニュアル』をご覧になるためには、インター

ネットに接続できる環境が必要になります。ネットワーク

管理者に確認し、LANの設定を行ってください。

●「Windows Update」の実行をお勧めします。

「Windows Update」を実行すると、Windows を最新の状態 

に更新、修正できます。実行にあたっては、システム管理

者の指示に従ってください。 

「Windows Update」を実行するためには、インターネット 

に接続できる環境が必要になります。 

「Windows Update」の実行方法については『CELSIUSマニュ 

アル』の「ソフトウェア」－「Windows Update について」 

をご覧ください。

●Pentium4搭載モデルを選択している場合は、ハイパー・スレッ

ディング・テクノロジ機能をお使いになれます。

POINT

� ハイパー・スレッディング・テクノロジ機能とは、OS

上で物理的な 1つの CPU を仮想的に 2 つの CPU の

ように見せることにより、1 つの CPU 内でプログラ

ムの処理を同時に実行し、CPU の処理性能を向上さ

せるテクノロジです。複数のソフトを同時に使ってい

る場合でも、処理をスムーズに行うことが可能です。

・ハイパー・スレッディング・テクノロジ機能を有効

にするための手順

1. BIOSセットアップを起動します。

2.「Advanced」－「Advanced BIOS Features」メ  

ニューの「CPU Hyper-Threading」を「Enabled」 

に設定します。

本ワークステーションのご購入時の設定は、

「Disabled」です。

3.「Exit」メニューの「Save & Exit Setup」を選択   

して、【Enter】キーを押します。

「Save to CMOS and Exit(Y/N)?」というメッセー    

ジが表示されます。

4.【Y】キーを押し、【Enter】キーを押してください。

再起動メッセージが表示された場合、「はい」を

クリックしてください。

本ワークステーションが再起動します。

5. 再起動後、デバイスマネージャで下記の状態に

なっていることを確認してください。

-「コンピュータ」：ACPI マルチプロセッサ PC

-「プロセッサ」：Intel(R) Pentium(R) 4 CPU x.xxGHz    

（カスタムメイドの選択により、お使いのCPUが表

示されます）

「プロセッサ」には同じ名称が 2つ表示されます。

その他の設定については『CELSIUS マニュアル』の

「機能」－「セットアップ後」を参照してください。

� ご使用になるソフトウェア（本体添付のソフトウェア

を含みます）の組合せによっては、ハイパー・スレッ

ディング・テクノロジ機能により次のような現象が発

生する場合があります。

・処理速度が向上しない。または逆に低下する。

・Windows のシャットダウン時、または再起動時に

正常に終了せずに途中で停止する。

・Windows のシャットダウン時、または再起動時に

「プログラムの終了」ウィンドウで、「このプログラ

ムは応答していません」が表示される。

その場合は、BIOSセットアップを起動し、「Advanced」

－「Advanced BIOS Features」－「CPU Hyper-Threading」   

を「Disabled」に設定してからリカバリを行い、ハイ

パー・スレッディング・テクノロジ機能を無効にしてご

使用ください。 

ソフトウェアのハイパー・スレッディング・テクノロジ

機能への対応状況については、各ソフトウェアの販売元

にご確認ください。

� ハイパー・スレッディング・テクノロジ機能をいった

ん有効に設定した後、無効の状態に戻す場合は BIOS

セットアップを起動し、「Advanced」－「Advanced BIOS 

Features」－「CPU Hyper-Threading」を「Disabled」に 

変更してからリカバリを行ってください。

Windows 2000セットアップ

POINT

� セットアップ中に「Windows 2000 Professional CD   

上のファイル `xxxxx.xxx` が必要です。」というメッ

セージが表示されることがあります（xxxxx.xxx には

courf.fonなどのファイル名が入ります）。この場合は、

「コピー元」に「c:\support\i386」と入力し、「OK」を

クリックして、セットアップを続けてください。

また上記メッセージが表示された場合は、セットアッ

プが完了した後、「Windows 2000 Service Pack4」を   

インストールしてください（→『CELSIUS マニュア

ル』）。

1 本ワークステーションの電源を入れます（→ P.16）。

しばらくすると、「Windows 2000セットアップウィザー 

ドの開始」が表示されます。
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2「次へ」をクリックします。

「ライセンス契約」が表示されます。

「使用許諾契約書」は、本ワークステーションにあらか

じめインストールされているWindowsを使用するうえで

の契約を記述したものです。

3「使用許諾契約書」をよく読み、「同意します」をクリッ

クし、「次へ」をクリックします。

POINT

�「同意しません」を選択した場合は、「次へ」をクリッ

クした後、メッセージに従って操作してください。

4「名前」と「組織名」を入力し、「次へ」をクリックします。

「組織名」は省略できます。

「コンピュータ名と Administrator のパスワード」が表示

されます。

5「コンピュータ名」、「Administrator のパスワード」と「パ

スワードの確認入力」を入力し、「次へ」をクリックします。

「ネットワークの設定」が表示されます。

ネットワークの設定については、セットアップ完了後に

ネットワーク管理者に確認し、ご使用の環境に合わせて

設定してください。

POINT

� パスワードでは大文字／小文字が区別されます。

6「標準設定」をクリックし、「次へ」をクリックします。

「ワークグループまたはドメイン名」が表示されます。

POINT

�「標準設定」では、次のネットワークコンポーネント

がインストールされます。

・Microsoftネットワーク用クライアント

・Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有

・インターネットプロトコル（TCP/IP）

7「このコンピュータはネットワーク上にないか、ドメイン

のないネットワークに接続している」をクリックし、「次

へ」をクリックします。

「Windows 2000は正常にインストールされました。」と表 

示されます。

8「再起動する」をクリックするか、または 15秒待つと本

ワークステーションが再起動します。

「ネットワーク識別ウィザードの開始」が表示されます。

重 要

� このとき、「戻る」をクリックしないでください。

再設定が必要な場合は、設定終了後に該当個所を修正

してください。

9「次へ」をクリックします。

「このコンピュータのユーザー」が表示されます。

10「ユーザーはこのコンピュータを ...」をクリックし、「次

へ」をクリックします。

「ネットワーク識別ウィザードの終了」が表示されます。

POINT

� 必ず「ユーザーはこのコンピュータを ...」を選択し 

てください。「ユーザーはこのコンピュータを ...」以 

外を選択すると、セットアップが正常に行われないこ

とがあります。

11「完了」をクリックします。

「Windowsへログオン」ウィンドウが表示されます。

12 手順 5で入力したパスワードを入力し、「OK」をクリック

します。

「Windows 2000の紹介」ウィンドウが表示されます。

13「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリック

します。

14「再起動」を選択し、「OK」をクリックします。

Windows が再起動し、「Windows へログオン」ウィンド

ウが表示されます。

重 要

� セットアップ前にリカバリを行っている場合は、「グ

ラフィックスドライバのインストール」（→ P.21）へ

進んでください。

この場合、以降の手順は行わないでください。

1 ログオンします。

2 デスクトップの「必ず実行してください」アイコンをダ

ブルクリックします。

「このワークステーションに最適な設定を行います」と

いうウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、セットアッ

プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実行

してください。

3「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、本ワークステーションが再起動しま

す。デスクトップの「必ず実行してください」アイコン

が消えたら、設定は終了です。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。
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4「OK」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。

これで、Windowsセットアップが完了しました。

■セットアップ後

●Windows 2000 ダウングレードモデルには、Windows 2000  

のリカバリCD-ROMは添付されていません。Windows 2000 

をお使いになる場合は、セットアップ後すぐに、Windows

2000のリカバリ CD-ROMを作成してください（→ P.25）。 

Windows XPをお使いになる場合は、添付のリカバリ CDで 

リカバリを行ってください（→ P.29）。

●『CELSIUS マニュアル』をご覧になるためには、インター

ネットに接続できる環境が必要になります。ネットワーク

管理者に確認し、LANの設定を行ってください。

●「Windows Update」の実行をお勧めします。

「Windows Update」を実行すると、Windows を最新の状態 

に更新、修正できます。実行にあたっては、システム管理

者の指示に従ってください。 

「Windows Update」を実行するためには、インターネット 

に接続できる環境が必要になります。 

「Windows Update」の実行方法については『CELSIUSマニュ 

アル』の「ソフトウェア」－「Windows Update について」 

をご覧ください。

グラフィックスドライバのインストール

リカバリ後は、セットアップを行ってもグラフィックスドラ

イバがインストールされていません。お使いのモデルに合っ

たドライバをインストールしてください。

■Windows XPモデル

□Millennium G450の場合

POINT

� ドライバをインストールする前に、ドライバフォルダ

をハードディスクにコピーする必要があります。

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」ウィン

ドウが表示されます。

2「ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）」を

選択し、「次へ」をクリックします。

「次のハードウェアのソフトウェアがこのコンピュータ

上に見つかりませんでした」と表示されます。

3「いいえ、今すぐにはインターネットに接続しません。」

をクリックし、「次へ」をクリックします。

「このハードウェアをインストールできません」と表示

されます。

4「完了」をクリックします。

■再び「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」

ウィンドウが表示された場合

手順 2に戻ってください。

5「ドライバーズ CD 」をセットします。

6 ドライバフォルダをコピーするためのフォルダ（c:\temp

等）をハードディスクに作成します。

7 ドライバーズCDの次のドライバフォルダを手順 6で作

成したフォルダにコピーします。

[CD-ROMドライブ]:\display\matrox

8 コピーが終了したら、手順 5でセットした「ドライバー

ズ CD」を取り出してください。

9「スタート」ボタン→「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックします。

10 名前に次のように入力して「OK」をクリックします。

[ドライバフォルダをコピーしたドライブ]:\[手順6

で作成したフォルダ]\matrox\setup.exe

「Matrox PowerDesk セットアップ」ウィンドウが表示さ 

れます。

11「日本語」を選択し、「次へ」をクリックします。

このソフトウェアでサポートされているデバイスが表

示されます。

12「次へ」を 3回クリックします。

再起動メッセージが表示されます。

13「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。

14 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

15「スタート」メニューの「必ず実行してください」をク

リックします。

「このワークステーションに最適な設定を行います」と

いうウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

16「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

17「OK」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。
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□RADEON 9200 SEの場合

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが

表示される場合、または「ドライバーズ CD」を要求さ

れる場合は、「キャンセル」ボタンをクリックします。

2「ドライバーズ CD」をセットします。

3「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ

クします。

4「名前」に次のようにを入力し、「OK」をクリックします。

[CD-ROMドライブ]:\display\radeon\setup.exe

本ドライバのインストーラーが起動し、「ATI ソフトウェ 

ア セットアップへようこそ」が表示されます。

5「次へ」をクリックします。

「使用許諾契約」が表示されます。

6「はい」をクリックします。

「コンポーネントの選択」が表示されます。

7「標準」を選択します。

ドライバのインストールが始まります。 

ファイルのコピーが終了すると、「セットアップの完了」

ウィンドウが表示されます。

POINT

�「ファイル上書きの確認」ウィンドウが表示された場

合は、「はい」をクリックし、ファイルを上書きします。

8「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」が選択さ

れている事を確認して「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動されます。

9 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

10「スタート」メニューの「必ず実行してください」をク

リックします。

「このワークスーションに最適な設定を行います」とい

うウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

11「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

12 手順 2でセットした「ドライバーズ CD」を取り出してく

ださい。

13「OK」をクリックします。

本ワークスーションが再起動します。

□FIRE GL T2-64sの場合

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが

表示される場合、または「ドライバーズ CD」を要求さ

れる場合は、「キャンセル」ボタンをクリックします。

2「ドライバーズ CD」をセットします。

3「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ

クします。

4「名前」に次のようにを入力し、「OK」をクリックします。

[CD-ROMドライブ]:\Display\FireGL\setup.exe

本ドライバのインストーラーが起動し、「ATI ソフトウェ 

ア セットアップへようこそ」が表示されます。

5「次へ」をクリックします。

「使用許諾契約」が表示されます。

6「はい」をクリックします。

「コンポーネントの選択」が表示されます。

7「標準」を選択します。

ドライバのインストールが始まります。 

ファイルのコピーが終了すると、「セットアップの完了」

ウィンドウが表示されます。

POINT

�「ファイル上書きの確認」ウィンドウが表示された場

合は、「はい」をクリックし、ファイルを上書きします。

�「ハードウェアのインストール」ウィンドウが表示さ

れた場合は、「続行」をクリックしてください。

8「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」が選択さ

れている事を確認して「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動されます。

9 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

10「スタート」メニューの「必ず実行してください」をク

リックします。

「このワークスーションに最適な設定を行います」とい

うウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

11「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。
22



重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

12 手順 2でセットした「ドライバーズ CD」を取り出してく

ださい。

13「OK」をクリックします。

本ワークスーションが再起動します。

■Windows 2000モデル

□Millennium G450

POINT

� ドライバをインストールする前に、ドライバフォルダ

をハードディスクにコピーする必要があります。

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」ウィン

ドウが表示されます。

2「次へ」をクリックします。

3「デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択

し、「次へ」をクリックします。

4「場所の指定」のチェックをはずし、「次へ」をクリック

します。

5「デバイスを無効にする」を選択し、「完了」をクリック

します。

■再び「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」

ウィンドウが表示された場合

手順 2に戻ってください。

6「ドライバーズ CD 」をセットします。

7 ドライバフォルダをコピーするためのフォルダ（c:\temp

等）をハードディスクに作成します。

8 ドライバーズCDの次のドライバフォルダを手順 7で作

成したフォルダにコピーします。

[CD-ROMドライブ]:\display\matrox

9 コピーが終了したら、手順 6でセットした「ドライバー

ズ CD」を取り出してください。

10「スタート」ボタン→「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックします。

11 名前に次のように入力して「OK」をクリックします。

[ドライバフォルダをコピーしたドライブ]:\[手順7

で作成したフォルダ]\matrox\setup.exe

「Matrox PowerDesk セットアップ」ウィンドウが表示さ 

れます。

12「日本語」を選択し、「次へ」をクリックします。

このソフトウェアでサポートされているデバイスが表

示されます。

13「次へ」を 3回クリックします。

再起動メッセージが表示されます。

14「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。

15 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

16 デスクトップの「必ず実行してください」アイコンをダ

ブルクリックします。

「このワークステーションに最適な設定を行います」と

いうウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

17「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

18「OK」をクリックします。

本ワークステーションが再起動します。

□RADEON 9200 SEの場合

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが

表示される場合、または「ドライバーズ CD」を要求さ

れる場合は、「キャンセル」をクリックします。

2「ドライバーズ CD」をセットします。

3「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ

クします。

4「名前」に次のようにを入力し、「OK」をクリックします。

[CD-ROMドライブ]:\display\radeon\setup.exe

本ドライバのインストーラーが起動し、「ATI ソフトウェ 

ア セットアップへようこそ」が表示されます。

5「次へ」をクリックします。

「使用許諾契約」が表示されます。

6「はい」をクリックします。

「コンポーネントの選択」が表示されます。

7「標準」を選択します。

ドライバのインストールが始まります。 

ファイルのコピーが終了すると、「セットアップの完了」

ウィンドウが表示されます。
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POINT

�「ファイル上書きの確認」ウィンドウが表示された場

合は、「はい」をクリックし、ファイルを上書きします。

8「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」が選択さ

れている事を確認して「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動されます。

9 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

10 デスクトップの「必ず実行してください」アイコンをダ

ブルクリックします。

「このワークスーションに最適な設定を行います」とい

うウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

11「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

12  手順 2でセットした「ドライバーズCD」を取り出してく 

ださい。

13「OK」をクリックします。

本ワークスーションが再起動します。

□FIRE GL T2-64sの場合

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

「新しいハードウェアの検出ウィザード」ウィンドウが

表示される場合、または「ドライバーズ CD」を要求さ

れる場合は、「キャンセル」をクリックします。

2「ドライバーズ CD」をセットします。

3「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリッ

クします。

4「名前」に次のようにを入力し、「OK」をクリックします。

[CD-ROMドライブ]:\Display\FireGL\setup.exe

本ドライバのインストーラーが起動し、「ATI ソフトウェ 

ア セットアップへようこそ」が表示されます。

5「次へ」をクリックします。

「使用許諾契約」が表示されます。

6「はい」をクリックします。

「コンポーネントの選択」が表示されます。

7「標準」を選択します。

ドライバのインストールが始まります。 

ファイルのコピーが終了すると、「セットアップの完了」

ウィンドウが表示されます。

POINT

�「ファイル上書きの確認」ウィンドウが表示された場

合は、「はい」をクリックし、ファイルを上書きします。

�「デジタル署名が見つかりませんでした」ウィンドウが

表示された場合は、「はい」をクリックしてください。

8「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」が選択さ

れている事を確認して「完了」をクリックします。

本ワークステーションが再起動されます。

9 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし

ます。

10 デスクトップの「必ず実行してください」アイコンをダ

ブルクリックします。

「このワークスーションに最適な設定を行います」とい

うウィンドウが表示されます。

重 要

�「必ず実行してください」を行わないと、最終設定が

行われません。必ず手順通りに実行してください。

11「実行する」をクリックします。

自動設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。

重 要

� 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク

リックしてください。

12  手順 2でセットした「ドライバーズCD」を取り出してく 

ださい。

13「OK」をクリックします。

本ワークスーションが再起動します。

セットアップで困ったときは

セットアップ中に動かなくなった、など困ったことがあった

ときには、次の項目をご覧ください。

□電源を入れても画面が表示されない

●電源を切り、ディスプレイなどの接続を確認してください。

□Windowsセットアップが進められなくなった

●「電源を切る」（→ P.26）をご覧になり、本ワークステーショ

ンの電源を一度切った後でセットアップをやり直してくだ

さい。
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□電源を入れた後、画面が中央に表示されない、画面が見に

くい

●設定機能があるディスプレイをお使いの場合は、ディスプ

レイのマニュアルをご覧になり調整してください。

□起動時などの音がうるさい

●Windows セットアップ時に音が鳴ります。スピーカーを接 

続している場合は、ボリュームを調整してください。

□「新しいハードウェアの追加ウィザード」ウィンドウが表

示される

●お使いのモニタに合わせたドライバをインストールして

ください。

Windows 2000のリカバリCD-ROM

を作成する

Windows 2000 ダウングレードモデルには、Windows 2000  

のリカバリ CD-ROMが添付されていません。 

Windows 2000をお使いになる場合は、次の手順に従い、セッ 

トアップ後すぐに、Windows 2000のリカバリ CD-ROMを作 

成してください。 

また、作成したリカバリ CD-ROMは判別できるようにして、

大切に保管してください。

重 要

� リカバリ CD-ROMは、「D:\Backup」フォルダのデー

タを使い作成します。このデータが失われると、リカ

バリ CD-ROM を作成できません。セットアップ後す

ぐにリカバリ CD-ROMを作成してください。

■対応モデル

●Windows 2000ダウングレードモデル

■必要なもの

●添付のリカバリ CD-ROM1（Windows XP Professional）

●1.44MBフォーマット済 2HDフロッピーディスク 1枚（購

入してください）

●CD-R 2枚（購入してください）

●CD を作成できる光ドライブ（DVD-ROM&CD-R/RW ドラ

イブなど）

●起動可能な CDを作成できるソフトウェア

POINT

� リカバリCD-ROMの作成には、CDを作成できる光ドラ

イブと起動可能なCDを作成できるソフトウェアが必要

になります。 

ここでは、DVD-ROM&CD-R/RWドライブとRecordNow

を使用した場合の手順を記載しています。

� 推奨するディスクやドライブについては、『CELSIUSマ

ニュアル』をご覧ください。

リカバリ CD-ROM起動ディスクを作成する

POINT

�「リカバリ CD-ROM起動ディスク」は、リカバリ CD-

ROMを作成するときのみ必要です。リカバリCD-ROM

を作成後は、保管の必要はありません。

1 必要に応じて、DVD-ROM&CD-R/RWドライブをワーク

ステーション本体に取り付けます（→『CELSIUSマニュ

アル』、周辺機器のマニュアル）。

2「リカバリ CD-ROM1」をセットします。

3「スタート」ボタン→「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックします。

4「名前」に次のように入力し、「OK」をクリックします。

[CD-ROMドライブ]:\fjuty\mkbfd.exe

「「リカバリ CD-ROM 起動ディスク」作成ウィザード」

ウィンドウが表示されます。

5「次へ」をクリックします。

6 作成するフロッピーディスクが書き込み可能な状態で

あることを確認し、フロッピーディスクドライブにセッ

トして、「次へ」をクリックします。

7「リカバリCD-ROM起動ディスク」の作成が始まります。

しばらくすると「「リカバリ CD-ROM起動ディスク」が

作成されました」と表示されます。

続けて、リカバリ CD-ROMを作成してください。

リカバリ CD-ROMを作成する

1「スタート」ボタン→「プログラム」→「Sonic」→

「RecordNow DX」→「RecordNow DX」の順にクリック  

します。

「Sonic RecordNow DX Wizard」ウィンドウが表示されま   

す。

2「Sonic RecordNow DXに戻る」をクリックします。

3「ファイル」メニュー→「新規ジョブ」→「データディ

スク」の順にクリックします。

4「編集」メニュー→「ファイルとフォルダの追加」をク

リックします。

「ファイルとフォルダの追加」ウィンドウが表示されま

す。

5「ファイルの場所」に D:\Backup\Disk1フォルダを指定

します。

6「Disk1」フォルダ内のすべてのファイルとフォルダを選

択し、「追加」をクリックします。

「ディスク上のフォルダまたはファイル」に、選択した

すべてのファイルとフォルダが表示されます。

7「編集」メニュー→「作成オプション」の順にクリック

します。
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8「データジョブオプション」ウィンドウが表示されます。

9「ブータブル CD（CD のみ有効）」の「CD のブート元」 

をチェックし、「ブートフロッピー」が選択されている

ことを確認し、「OK」をクリックします。

10 FDドライブに、作成したリカバリ CD-ROM起動ディス

クをセットします。

11 DVD-ROM&CD-R/RWドライブに、用意したCD-Rをセッ

トします。

12「ファイル」メニュー→「作成」の順にクリックします。

CD-Rへの書き込みが始まります。 

1 枚目の書き込みが終了すると「Sonic RecordNow DX」  

ウィンドウが表示されます。

13「OK」をクリックし、CD-RとリカバリCD-ROM起動ディ

スクを取り出します。

書き込みを終了した CD-Rは「リカバリ CD-ROM1」に

なります。

14「ファイル」メニュー→「新規ジョブ」→「データディ

スク」の順にクリックします。

15「編集」→「ファイルとフォルダの追加」をクリックし

ます。

「ファイルとフォルダの追加」ウィンドウが表示されま

す。

16「ファイルの場所」に D:\Backup\Disk2フォルダを指定

します。

17「Disk2」フォルダ内のすべてのファイルを選択し、「追

加」をクリックします。

「ディスク上のフォルダまたはファイル」に、選択した

すべてのファイルが表示されます。

18 DVD-ROM&CD-R/RWドライブに、用意したCD-Rをセッ

トします。

19「ファイル」メニュー→「作成」の順にクリックします。

CD-Rへの書き込みが始まります。 

2 枚目の書き込みが終了すると「Sonic RecordNow DX」  

ウィンドウが表示されます。

20「OK」をクリックし、CD-Rを取り出します。

書き込みを終了した CD-Rは「リカバリ CD-ROM2」に

なります。

21 RecordNowを終了します。

確認する

リカバリ CD-ROM が正常に作成できているかどうか、次の

点を確認してください。問題がある場合は、リカバリ CD-

ROM は正常に作成されていません。手順を確認して、再度

作成してください。

●リカバリ CD-ROMにデータが書き込まれていますか ?（す

べてのデータを確認する必要はありません。）

・「リカバリ CD-ROM1」に「D:\Backup\Disk1」フォルダ

内のデータが書き込まれていますか。

・「リカバリ CD-ROM2」に「D:\Backup\Disk2」フォルダ

内のデータが書き込まれていますか。

●作成したリカバリ CD-ROM を使い、本ワークステーショ

ンが起動できますか。

「リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す）」（→ P.30）の手

順をご覧ください。「リカバリ CD-ROM」画面が表示され

るところまで操作できれば、起動できるリカバリ CD-ROM

が作成されています。その後、【N】キーを押し、リカバリ

を中断してください。 

この確認をする場合は、「リカバリの概要と手順」（→P.29）、

「リカバリ操作」（→ P.30）をよくお読みになり、正しく操

作してください。

電源を切る

注意事項

●電源を切る前に、すべての作業を終了し、データを保存し

てください。

●電源を切る前に、フロッピーディスクやハードディスクの

アクセスランプ（→『CELSIUS マニュアル』）が消えてい

ることを確認してください。点滅中に電源を切ると、作業

中のデータが保存できなかったり、フロッピーディスクや

ハードディスク内部のデータが破壊されたりするおそれ

があります。

●長期間お使いにならない場合は、ワークステーション本体

背面のメインスイッチを「○」側に切り替えてください。

●電源が入っている状態で、電源プラグをコンセントから抜い

たり、停電によって電源が切断された場合は、再び電源プラ

グをコンセントに差し込むか、復電してから電源ボタンを押

してください。ただし、CMOS Setup Utilityの「Advanced」－  

「Power Management Seup」－「AC BACK Function」（→『CELSIUS    

マニュアル』）が「Full-On」または「Memory」に設定されて

いる場合、電源ボタンを押す必要はありません。復電すると

自動的に電源が入り、本ワークステーションが起動します。

●POST（自己診断）時に電源を切らないでください。OSが

完全に起動してから、「電源の切り方」の手順（→ P.27）で

切ってください。

●電源を切ったあとすぐに電源を入れる場合は、10秒間ほど

間隔をあけてから行ってください。

●「電源の切り方」の手順（→ P.27）で電源が切れない場合

や再起動できない場合、4 秒以上電源スイッチを押し続け

て、電源を切ってください。ただし、電源ボタンを 4秒以

上押し続けて電源を切ると、ハードディスクを破壊するお

それがあります。緊急の場合以外は行わないでください。

●電源を完全に切断するには、ワークステーション本体背面の

メインスイッチを「○」側に切り替えるか電源プラグをコン

セントから抜いてください（電源ボタンを使用してもワーク

ステーション本体の電源は完全には切断されません）。
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電源の切り方

次の操作を行うと、電源が自動的に切れます。

■Windows XPの場合

「スタート」ボタン→「終了オプション」→「電源を切る」の

順にクリックします。

■Windows 2000の場合

「スタート」ボタン→「シャットダウン」の順にクリックし、

「シャットダウン」を選択して「OK」をクリックします。

POINT

� 上記操作で電源が切れない場合、次の手順で電源を

切ってください。

1.【Ctrl】+【Alt】+【Delete】キーを押します。

2. 次の手順を行うと、電源が自動的に切れます。

- Windows XPの場合

「シャットダウン」メニュー→「コンピュータの

電源を切る」の順にクリックします。

- Windows 2000の場合

「シャットダウン」をクリックし、「シャットダウ

ン」を選択して「OK」をクリックします。

� 上記の画面で Windows を再起動するメニューを選択

すると、本ワークステーションを再起動することがで

きます。ソフトウェアをインストールした場合や、使

用中のソフトウェアがなんらかの理由で動かなく

なった場合などに、再起動を行います。再起動する

と、メモリ内のデータが消失します。再起動する前

に、必要なデータは保存してください。

2. 必要に応じてお読みください

ご購入時の状態に戻す

BIOS セットアップの設定値を、本ワークステーションご購

入時の状態（標準設定値）に戻す方法について説明します。

CMOS Setup Utilityを起動し、「Exit」メニューの「Load Setup   

Defaults」を実行します。

POINT

� BIOS の設定を変更している場合は、ご購入時の状態

に戻す前に、変更内容をメモしておくことをお勧めし

ます。

� BIOS セットアップを起動する際、ディスプレイの種

類によっては、画面表示が遅く「CELSIUS」ロゴの

表示が確認できない場合があります。その場合は、イ

ンジケータの「Num Lock」が点灯した後に、【F2】 

キーを数回押すようにしてください。

エラーについて

エラーメッセージ

本ワークステーション起動時にエラーメッセージが表示さ

れた場合は、エラーメッセージを確認し、次の処置を行って

ください。

●CMOS Setup  Utilityを実行する

BIOS に関するエラーメッセージが表示された場合は、 

CMOS Setup Utility を再実行してください。

●周辺機器の取り付けを確認する

オプションの拡張カードなどを取り付けているときは、そ

れらが正しく取り付けられているか確認してください。ま

た、カードの割り込みレベルなど正しく設定されているか

どうかも確認してください。このとき、拡張カードに添付

のマニュアルや、ユーティリティソフトがある場合は、そ

れらのマニュアルも併せて参照してください。

上記の処置を実施しても、まだエラーメッセージが発生する

場合は、本ワークステーションが故障している可能性があり

ます。「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購

入元へ連絡してください。

次に、エラーメッセージを示します。

●Floppy disk(s) fail(xx)

フロッピーディスクドライブ診断でエラーが発生しまし

た。フロッピーディスクドライブが正しく接続されている

ことを確認してください。正しく接続されている場合は、

BIOS セットアップを起動し、「Main」メニューの「Drive

A」が正しく設定されているかを確認してください。
27



●Keyboard error or no keyboard present

キーボード診断でエラーが発生しました。キーボードが正

しく接続されているか確認してください。

●Non-ECC DIMM detected

サポート外のメモリが取り付けられています。弊社純正品

のメモリが取り付けられているかを確認してください。

●Unsupported DIMM detected

サポート外のメモリが取り付けられています。弊社純正品

のメモリが取り付けられているかを確認してください。

●Primary master hard disk fail

ハードディスクドライブ の設定に誤りがあります。BIOS 

セットアップの「Main」メニューの「IDE Primary Master」  

の設定を確認してください。

●COM1,COM2 resource conflict

シリアルポート 1とシリアルポート 2のリソースが競合し

ています。BIOS セットアップ「Advanced」メニューの

「Integrated Peripherals」-「Onboard Serial Port1/Onboard Serial    

Port2」の設定を確認してください。

●XXX Fan Error

FAN が壊れていないこと、または FAN の電源ケーブルが

正しく接続されていることを確認してください。

●XXX Voltage Error

「富士通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元

にご連絡ください。

●XXX Temperature Error

ワークステーション本体の電源を切り、10分ほど待ってか

ら電源を入れてください。 

エラーが解消されない場合は、「富士通ハードウェア修理

相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。

●Case Open detected

本体カバーが開かれた場合に表示されます。CMOS Setup 

Utilityの「Security」－「Reset Case Open Status」を「Enabled」   

にし、設定値を保存してください。

●CMOS checksum error - Default loaded

BIOS セットアップを起動し、各設定を確認して、再度保

存してください。

●Remove disks or other media. 

Press any key to restart

フロッピーディスクドライブにシステム以外のフロッ

ピーディスクをセットしたまま電源を入れると表示され

ます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押して

ください。

●DISK BOOT FAILURE INSERT SYSTEM 

DISK AND PRESS ENTER

ドライブからの起動に失敗しました。ドライブにOSが入っ

ているか確認してください。入っている場合は BIOSセッ

トアップを起動し、OS を起動するドライブが正しく設定

されているかを確認してください。

●Operating System not found

OSが見つかりませんでした。ドライブに OSが入っている

かを確認してください。入っている場合は、BIOS セット

アップを起動し、OS を起動するドライブが正しく設定さ

れているかを確認してください。

●Press <F1> to continue, <F2> to setup

POST 中にエラーが発生すると OS を起動する前に本メッ

セージが表示されます。【F1】キーを押すと、OSの起動を

開始します。【F2】キーを押すと、BIOSセットアップを起

動します。

●PXE-E32:TFTP open timeout

Preboot Execution Environment実行時のエラーです。ネット  

ワークブートに失敗しました。ブートサーバーを正しく設

定するか、BIOSセットアップで「Advanced」－「Integrated

Peripherals」－「Onboard LAN Boot ROM」を「Disabled」に   

設定してください。

●PXE-E51: No DHCP or proxyDHCP offers were received

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブート   

サーバーがクライアントから認識されていない場合に発生

するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、BIOS

セットアップで「Advanced」－「Integrated Peripherals」－ 

「Onboard LAN Boot ROM」を「Disabled」に設定してください。

●PXE-E53:No boot filename received

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブート  

サーバーがクライアントから認識されていない場合に発生

するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、BIOS

セットアップで「Advanced」－「Integrated Peripherals」－ 

「Onboard LAN Boot ROM」を「Disabled」に設定してください。

●PXE-E61:Media test failure, Check cable

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。LAN  

ケーブルが正しく接続されていません。LANケーブルを正

しく接続してください。

●PXE-E78:Could not locate boot server

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブート  

サーバーがクライアントから認識されていない場合に発生

するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、BIOS

セットアップで「Advanced」－「Integrated Peripherals」－ 

「Onboard LAN Boot ROM」を「Disabled」に設定してください。

●PXE-T01: File not found 

PXE-E3B: TFTP Error - File Not found

 Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブート    

サーバー上のブートイメージファイルが取得できませんで

した。ブートサーバーを正しく設定するか、BIOS セット 

アップで「Advanced」－「Integrated Peripherals」－「Onboard 

LAN Boot ROM」を「Disabled」に設定してください。
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POINT

� 本書に記載されていないエラーメッセージが表示さ

れた場合は、「富士通ハードウェア修理相談セン

ター」、またはご購入元にご連絡ください。

ビープ音をともなうエラー

本ワークステーション起動時にビープ音が鳴った場合は、

ビープ音の回数の組み合わせを確認し、対処してください。

対処した後もまだビープ音が鳴る場合は、本ワークステー

ションが故障している可能性があります。「富士通ハード

ウェア修理相談センター」、またはご購入元へ連絡してくだ

さい。

POINT

� 下表の組み合わせ以外の鳴り方をした場合は、「富士

通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元

にご連絡ください。

リカバリ

Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、ハード

ディスクの領域を変更したい場合は、リカバリを行います。

リカバリの概要と手順

■対応 OS

●全 OS

■概要

リカバリとは、「リカバリ CD-ROM」を使用して、OS、ドラ

イバなどのプレインストールソフトウェアをご購入時の状

態（→『CELSIUSマニュアル』）に戻す操作です。

リカバリは、大きく 2種類に分かれます。

●ご購入時の状態に戻す

現在のハードディスクの領域設定はそのままで、Cドライ

ブをご購入時の状態に戻します。

●領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す

ハードディスクの領域を設定した後、ご購入時の状態に戻

します。現在のハードディスク領域を変更したいとき、ま

たはハードディスクを増設したときには、領域設定が必要

になります。

■手順

リカバリは次の手順で行います。

□ご購入時の状態に戻す手順

ハードディスクの領域設定は現在お使いの状態のまま、Cド

ライブのみをリカバリします。

1 リカバリ前の準備（→ P.30）

2 リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す）

3 リカバリ終了後（→ P.31）

□領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す手順

リカバリ中に画面上で確認しながら、ハードディスクの領域

を再設定します。

100MB単位で 2区画まで設定できます。

1 リカバリ前の準備（→ P.30）

2 リカバリ方法（領域を設定したあと、ご購入時の状態に

戻す）

3 リカバリ終了後（→ P.31）

留意事項

■全OS共通の留意事項

●リカバリやハードディスクの領域の変更を行うと、Cドラ

イブのファイルはすべて削除されます。また、「領域を設

定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択してリカバリ

を行うと、D ドライブのファイルもすべて削除されます。

●PXE-T01:File not found 

PXE-E89:could not download boot image

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブート  

サーバー上のブートイメージファイルが取得できませんで

した。ブートサーバーを正しく設定するか、BIOS セット

アップで「Advanced」－「Integrated Peripherals」－「Onboard 

LAN Boot ROM」を「Disabled」に設定してください。

ビープ音の回数 原因と対処方法

Long-Short-Short ビデオカードの初期化（認識）に失敗

しました。 

ビデオカードが正しく取り付けられて

いるか確認してください。 

正しく取り付けられていても同じビー

プ音がなる場合は、「富士通ハードウェ

ア修理相談センター」またはご購入元

に連絡してください。

その他 メモリにエラーが発生しました。 

メモリが正しく取り付けられているか

確認してください。正しく取り付けら

れていても同じビープ音が鳴る場合

は、「富士通ハードウェア修理相談セン

ター」またはご購入元にご連絡くださ

い。
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必要に応じて事前にバックアップを行うようにしてくだ

さい。 

なお、Windows 2000ダウングレードモデルをお使いの場合 

は、D ドライブにリカバリ CD-ROM を作成するのに必要

なデータが含まれていますので、ご注意ください。

●周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外

し、ご購入時の状態に戻してください。

●リカバリを終えてセットアップが終了するまで、LANケー

ブルを接続しないでください。LAN ケーブルを接続して

セットアップを行うと、エラーメッセージが表示されるこ

とがあります。

●カスタムメイドオプションのアプリケーションはリカバ

リされません。

●「ご購入時の状態に戻す（推奨）」を選択した場合は、リカ

バリを行っても、Cドライブ以外のドライブはフォーマッ

トされません。

●領域設定できる最大容量はお使いになるハードディスク

により若干異なります。

■Windows XPの留意事項

●Windows起動中に「リカバリ CD-ROM」をセットすると、

「Windows が実行する動作を選んでください」と表示され

ます。「キャンセル」をクリックしてください。

■Windows 2000の留意事項

●Windows 2000では、リカバリを行うと、Cドライブは FAT32 

に設定されます。C ドライブを NTFS に変換していた場合

は、リカバリ後再度NTFSに変換してください（→『CELSIUS

マニュアル』）。

リカバリ操作

本ワークステーションをご購入時の状態に戻す「リカバリ」

の方法を説明します。

POINT

� リカバリに関する留意事項（→ P.29）をよくお読みの

うえ、リカバリを行ってください。

リカバリ前の準備

リカバリを実行する前に、次の操作を行ってください。

■BIOS設定について

BIOSの設定をご購入時の設定に戻します（→ P.27）。

POINT

� BIOS セットアップの設定をご購入時と異なる設定に

していると、インストール時にエラーメッセージが表

示されることがあります。

リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す）

本ワークステーションをご購入時の状態に戻します。ハード

ディスクの領域は変更されません。

POINT

� リカバリを行うと、Cドライブのファイルはすべて削

除されます。必要に応じて事前にバックアップを行っ

てください。

次のものを用意してください。

●Windows XPの場合：「リカバリ CD-ROM 1、2、3」

Windows 2000の場合：「リカバリ CD-ROM 1、2」

1「リカバリ CD-ROM 1」をセットします。

2 本ワークステーションを再起動します。

3「CELSIUS」ロゴの下に文字が表示されている間に、

【F12】キーを押します。

【F12】キーは軽く押しただけでは認識されない場合があ

ります。しばらくの間押してください。

Boot Menuが表示されます。

4 CD-ROMドライブを選択し、【Enter】キーを押します。

「リカバリメニュー」画面が表示されます。

5 リカバリを選択し、【Enter】キーを押します。

「リカバリ CD-ROM」画面が表示されます。

6【Page Up】【Page Down】キーで説明をスクロールして  

内容を確認し、【Y】キーを押します。

7「ご購入時の状態に戻す（推奨）」が反転表示されている

ことを確認して【Enter】キーを押します。

確認の画面が表示されます。

8【Y】キーを押します。

しばらくするとリカバリの画面が表示され、ファイルの

コピーが始まります。

「No.Xのメディアをドライブ Z:に入れてください .」 

と表示されたら、「リカバリ CD-ROM X」をセットし、 

しばらくしてから【Y】キーを押し、【Enter】キーを押

します。「リカバリ CD-ROM」は画面に表示されたもの

を、セットしてください。

リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業

が行われました。」と表示されます。

9 CD-ROMを取り出してから、本ワークステーションの電

源を切ります。

10 以降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってくだ

さい（→ P.31）。
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リカバリ方法 

（領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す）

ハードディスクの領域を設定した後、ご購入時の状態に戻し

ます。

リカバリ中に画面で確認しながら、100MB単位で 2区画まで

の領域を設定できます。

重 要

� 領域の設定を行うことにより、ハードディスクのデー

タがすべて失われます。あらかじめ必要なデータは

バックアップしておいてください。

次のものを用意してください。

●Windows XPの場合：「リカバリ CD-ROM 1、2、3」

Windows 2000の場合：「リカバリ CD-ROM 1、2」

1「リカバリ CD-ROM 1」をセットします。

2 本ワークステーションを再起動します。

3「CELSIUS」ロゴの下に文字が表示されている間に、

【F12】キーを押します。

【F12】キーは軽く押しただけでは認識されない場合があ

ります。しばらくの間押してください。

Boot Menuが表示されます。

4 CD-ROMドライブを選択し、【Enter】キーを押します。

「リカバリメニュー」画面が表示されます。

5 リカバリを選択し、【Enter】キーを押します。

「リカバリ CD-ROM」画面が表示されます。

6【Page Up】【Page Down】キーで説明をスクロールして  

内容を確認し、【Y】キーを押します。

7「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択

し、【Enter】キーを押します。

8 領域の設定方法により、次の操作のどちらかを行いま

す。

・「領域を任意に設定して戻す」を選択し、【Enter】キー

を押します。

C ドライブの容量を任意に設定してください。【←】

【→】キーを押すと、100MB単位で、領域を設定でき

ます。 

ハードディスク全体をCドライブとして設定したい場

合は、【P】キーを押し、項目にチェックマークを付け

ます。 

領域を設定したら、【Enter】キーを押します。

・「領域をご購入時の状態にして戻す」を選択し、

【Enter】キーを押します。

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設定となりま

す。

POINT

� 領域を変更すると、ハードディスク内のすべてのデー

タが失われます。

9【Y】キーを押します。

領域の設定が行われた後、リカバリの画面が表示され、

ファイルのコピーが始まります。

「No.Xのメディアをドライブ Z:に入れてください .」 

と表示されたら、「リカバリ CD-ROM X」をセットし、 

しばらくしてから【Y】キーを押し、【Enter】キーを押

します。「リカバリ CD-ROM」は画面に表示されたもの

を、セットしてください。

リカバリが終了すると「正常にソフトウェアの復元作業

が行われました。」と表示されます。

10 CD-ROMを取り出してから、本ワークステーションの電

源を切ります。

11 以降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってくだ

さい（→ P.31）。

リカバリ終了後

本ワークステーションの電源を切った後、次の操作を行って

ください。

1 周辺機器が取り付けられている場合は、すべて取り外し

ます（カスタムメイドオプションを除く）。

2 本ワークステーションの電源を入れます。

3 以降、「セットアップ」を参照してWindowsのセットアッ

プを行ってください（→ P.17）。

以上でリカバリは終了です。

セットアップ後、必要に応じてソフトウェアをアンインス

トールしてください（→『CELSIUSマニュアル』）。

また、必要に応じてドライバ、添付アプリケーションまたは

カスタムメイドオプションのアプリケーションをインス

トールします。
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お問い合わせ先

■お問い合わせの前に

あらかじめ次の項目について確認してください。

■品名／型名／カスタムメイド型番の確認

ワークステーション本体のラベルに記載されています。

●上正面に貼付

●背面に貼付

□リカバリ CD-ROMの用意

本ワークステーションの修理を依頼する場合は、必ずリカバ

リ CD-ROMを添付してください。

□本ワークステーションの施錠について

ワークステーション本体を施錠している場合は、本ワークス

テーションの修理を依頼する前に、あらかじめ解錠してくだ

さい。

重 要

� 施錠する場合は、お客様の責任で、本体カバーキーを

紛失しないようにしてください。

� 本体カバーキーを紛失した場合は、引き取り修理によ

る本体カバーの交換が必要となります。「富士通ハー

ドウェア修理相談センター」にご連絡ください。 

なお、保障期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カ

バーの交換は有償となります。

� 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即

日修理ができません。 

引き取り修理になりますので、あらかじめご了承くだ

さい。

■連絡先

こんなときには こちらへ

・添付品の不備 ご購入元にご相談ください。

・故障かなと思わ

れたとき

富士通パソコン情報サイト 

FMWORLD.NETのビジネス向けホー

ムページ（http://www.fmworld.net/biz/）

内の『CELSIUSマニュアル』に記載

されている「トラブルシューティン

グ」をご覧ください。

注『CELSIUS マニュアル』は、「スター
ト」ボタン→「（すべての）プログラム」
→「CELSIUSマニュアル」からご覧いた
だけます。

それでも解決できない場合は、ご購

入元にご相談いただくか、または「富

士通ハードウェア修理相談セン

ター」注 1にご相談ください。

・CELSIUSシリーズ

の技術的なご質

問・ご相談

・本ワークステー

ションにインス

トールされてい

るソフトウェア

のお問い合わせ

・富士通パソコン情報サイト 

FMWORLD.NET のビジネス向け

ホームページ 

（http://www.fmworld.net/biz/）内の 

『CELSIUSマニュアル』をご覧くだ

さい。

・ソフトウェアのお問い合わせにつ

きましては、『CELSIUS マニュア

ル』の「トラブルシューティング」

に記載されている「お問い合わせ

先」をご覧ください。 

 

それでも不明な点がございました

ら、「富士通パーソナル製品に関す

るお問合せ窓口」注 2にご相談くだ

さい。

注 1：「富士通ハードウェア修理相談センター」

・フリーダイヤル：0120-422-297

・受付時間：9:00～ 17:00 

（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）

注 2：「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」

・フリーダイヤル：0120-950-222

・受付時間：9:00～ 17:00 

（土曜・日曜・祝日およびシステムメンテナンス日

を除く）

・おかけ間違いのないよう、ご注意ください

・両窓口ともダイヤル後、音声ガイダンスに従い、ボタン操

作を行ってください。お客様の相談内容によって、各窓口

へご案内いたします。
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リサイクルについて

■本製品の廃棄について

本製品（付属品を含む）を廃棄する場合は、「廃棄物の処

理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。

●法人・企業のお客様へ

本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物の扱いとなりますの

で、産業廃棄物処分業の許可を取得している会社に処分を

委託する必要があります。弊社では、「富士通リサイクル

受付センター」を用意し、お客様の廃棄のお手伝いをして

おりますのでご利用ください。 

詳しくはホームページ（http://eco.fujitsu.com/jp）の「富士

通リサイクルシステム」をご覧ください。

●個人のお客様へ

本製品を廃棄する場合は、一般廃棄物の扱いとなりますの

で、地方自治体の廃棄処理に関連する条例または規則に

従ってください。
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●このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがありま

す。

●このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権および

その他の権利の侵害については、当社はその責を負いません。

●無断転載を禁じます。

CELSIUS J320

取扱説明書

B5FH-9611-02-02

発 行 日  

発行責任

2004年 1月 

富士通株式会社
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